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[
第
一
部] 

萬
葉
集
の
概
要 

（
一
）
全
二
〇
巻
、
四
五
〇
〇
余
首 

 
 
 

・
短
歌 

[
五
七
五
七
七]

（
約
四
二
〇
〇
首
） 

 
 
 

・
長
歌 

[

五
七
五
七
五
七･･･

七] 

約
二
六
〇
首
） 

 
 
 

・
旋
頭
歌 

[

五
七
七
五
七
七]

（
約
六
〇
首
） 

 
 
 

・
仏
足
石
歌 

[

五
七
五
七
七
七]

（
一
首
・
三
八
八
四
番
） 

 

（
二
）
対
象
と
な
る
期
間
は
四
世
紀
～
七
五
九
年 

     

⑤ ④ ③ ② ① 

七
三
〇
年
前
後 

～ 

七
五
九
年 

・
大
伴
家
持 

平
城
京
遷
都 

～ 

七
三
〇
年
前
後 

・
大
伴
旅
人
、
山
上
憶
良
、
大
伴
坂
上
郎
女
、
山
部
赤
人 

壬
申
の
乱 

～ 

平
城
京
遷
都
（
七
一
〇
年
） 

・
天
武
天
皇
、
持
統
天
皇
、
柿
本
人
麻
呂 

舒
明
天
皇
（
在
位
六
二
九
～
六
四
一
年
）
～
壬
申
の
乱
（
六
七
二
年
） 

・
天
智
天
皇(

中
大
兄
皇
子)

、
額
田
王 

仁
徳
天
皇
（
四
世
紀
） 

～ 

舒
明
天
皇
（
七
世
紀
）
以
前 

・
雄
略
天
皇 
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（
三
）
バ
ラ
エ
テ
ィ
に
富
ん
だ
作
者 

 
 
 

①
「
作
者
層
は
、
天
皇
・
皇
后
を
は
じ
め
と
し
て
皇
族
・
貴
族
・
宮
廷
官
人
か
ら 

 
 
 
 

農
民
・
遊
行
女
婦

う

か

れ

め

・
乞
食
者

ほ
か
い
び
と

に
至
る
ま
で
実
に
多
様
な
階
層
に
わ
た
る
」 

（
『
万
葉
集
を
知
る
事
典
』
４
ペ
ー
ジ
） 

 
 
 

②
二
一
〇
〇
首
以
上
が
作
者
未
詳
歌 

 
 
 

③
東
歌
（
二
三
〇
首
）、
防
人
歌
（
九
八
首
） 

 

（
四
）
万
葉
仮
名 

 
 
 

①
あ
か
ね
さ
す 

紫
野
行
き 

 

標 し
め

野 の

行
き 

野
守
は
見
ず
や 

君
が
袖
振
る 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
二
〇
番 

額
田
王
） 

 
 
 
 

茜
草
指 

武
良
前
野
逝 

標
野
行 

野
守
者
不
見
哉 

君
之
袖
布
流 

  
 
 

②
萬
葉
集[

す
べ
て
漢
字
で
書
か
れ
て
い
る] 

 
 

 

ま
す
ら
を
ぶ
り 

 
 

 

 
 
 
 

 

 
 
 
 

古
今
和
歌
集[

す
べ
て
ひ
ら
が
な
で
書
か
れ
て
い
る] 

  
 

た
を
や
め
ぶ
り 

  
 
 

③
春
揚 

葛
山 

發
雲 

立
座 

妹
念 

 
 
 
 

春
揚

や
な
ぎ 

葛
城
山
に 

た
つ
雲
の 

立
ち
て
も
坐 ゐ

て
も 

妹 い
も

を
し
そ
思
ふ 

（
二
四
五
三
番
） 
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（
五
）
数
多
く
の
不
明
な
点 

 
 
 

①
原
本
が
見
つ
か
っ
て
い
な
い
（
複
数
の
写
本
） 

 
 
 
 

・
桂
本
（
平
安
中
期
） 

 
 
 
 

・
西
本
願
寺
本
（
鎌
倉
後
期
） 

 
 
 
 

・
廣
瀬
本
（
江
戸
中
期
） 

  
 
 

②
編
集
者
も
成
立
の
時
期
も
は
っ
き
り
し
な
い 

 
 
 
 

・
大
伴
家
持
私
撰
説
、
平
城
天
皇
勅
撰
説
他 

 
 
 
 

・
奈
良
時
代
の
成
立
が
有
力
視
さ
れ
る
が
、
平
安
時
代
説
も･･･ 

  
 
 

③
解
釈
が
確
定
し
て
い
な
い
歌
が
あ
る 

高
山
波 

雲
根
火
雄
男
志
等 

耳
梨
與 

相
諍
競
伎 
神
代
従 

如
此
尓
有 

良
之 

古
昔
母 

然
尓
有
許
曽 

虚
蝉
毛 

嬬
乎 

相
挌
良
思
吉 

香
具
山
は 

畝
火
を
を
し
と 

耳
梨
と 

相
あ
ら
そ
ひ
き 

神
代

か

み

よ

よ
り 

か 

く
に
あ
る
ら
し 

古
昔

い
に
し
え

も 

然 し
か

に
あ
れ
こ
そ 

う
つ
せ
み
も 

嬬
を
あ
ら
そ 

ふ
ら
し
き 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
一
三
番 

中
大
兄
） 

 

④
読
み
方
の
分
か
ら
な
い
歌
が
あ
る 

 
 
 
 

不
念
乎 

思
常
云
者 

天
地
之 

 

神
祇
毛
知
寒 

邑
礼
左
變 

 
 
 
 

思
は
ぬ
を 

思
ふ
と
言
は
ば 

天
地

あ
め
つ
ち

の 

 

神
も
知
ら
さ
む 

邑
礼
左
變 

 
 
 

（
六
五
五
番
） 
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[
第
二
部] 

萬
葉
集
の
ユ
ー
モ
ア 

（
一
）
万
葉
仮
名
に
み
る
な
ぞ
な
ぞ
的
セ
ン
ス 

 
 
 

①
若
草
乃 

新
手
枕
乎 

巻
始
而 

夜
哉
将
間 

二
八
十
一
不
在
國 

 
 
 
 

若
草
の 

新
手
枕

に
ひ
た
ま
く
ら

を 
巻
き
初
め
て 

夜
を
や
隔
て
む 

（ 
 
 
 
 

） 

あ
ら
な
く
に 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
二
五
四
二
番
） 

「
若
草
の
よ
う
な
妻
と
は
じ
め
て
手
枕
を
か
わ
し
そ
め
て
、
ど
う
し
て
一
夜
で 

も
間
を
置
く
こ
と
が
で
き
よ
う
か
。
（ 

 
 
 
 

）
な
ど
と
い
う
こ
と
は 

決
し
て
な
い
の
だ
か
ら
。
」 

  
 

 

②･
･
･
 

吾
衣
有 

服
者
奈
礼
奴 

毎
見 

戀
者
雖
益 

色
二
山
上
復
有
山
者 

一
可
知
美 

･･･
 

 
 

 
 
･
･
･
 

わ
が
着
た
る 

衣
は
な
れ
ぬ 

見
る
ご
と
に 

恋
は
ま
さ
れ
ど 

色

に
（ 

 
 
 

）
ば 

人
知
り
ぬ
べ
み 

･･･
 
 
 
  

（
一
七
八
七
番
） 

「･･･
 

自
分
が
着
て
い
た
、
衣
類
は
よ
れ
て
し
ま
っ
た
。
そ
れ
を
見
る
た
び
に
、

（
妻
へ
の
）
恋
は
募
る
が
、
（
顔
）
色
に
（ 

 
 
 

）
ば
、
人
が
（
自
分
が 

妻
を
恋
し
が
っ
て
い
る
こ
と
を
）
知
る
の
で
、･･･

」 
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（
二
）
お
も
し
ろ
い
言
い
回
し
の
歌 

①
淑
人
乃 

良
跡
吉
見
而 

好
常
言
師 

芳
野
吉
見
与 

良
人
四
来
三 

（ 
 

）
人
の 
（ 

 

）
と
（ 

 

）
見
て 

（ 
 

）
と
言
ひ
し 

 

（ 
 

）
野
（ 

 
）
見
よ 

（ 
 

）
人
（ 

 

）
見
つ 

（
二
七
番 

天
武
天
皇
） 

「
立
派
な
人
が 

よ
い
処
と
し
て
よ
く
見
て 

「
よ
し
」
と
言
っ
た 

こ
の 

吉
野
を 

よ
く
見
る
が
い
い 

立
派
な
人
も
よ
く
見
た
こ
と
だ
。」 

 

②
将
来
云
毛 

不
来
時
有
乎 

不
来
云
乎 

将
来
常
者
不
待 

不
来
云
物
乎 

（ 
 

）
と
言
ふ
も 

（ 
 

）
時
あ
る
を 

（ 
 

）
と
言
ふ
を 

 

（ 
 

）
と
は
待
た
じ 

（ 
 

）
と
言
ふ
も
の
を 

（
五
二
七
番 

大
伴
坂
上
郎
女
） 

「
「
来
よ
う
」
と
言
っ
て
も
来
な
い
時
が
あ
る
の
に 

「
来
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
」 

と
言
っ
て
い
る
の
だ
か
ら 

「
も
し
か
し
た
ら
来
る
だ
ろ
う
」
と
待
つ
な
ん 

て
こ
と
は
し
ま
せ
ん 

「
来
な
い
」
と
言
っ
て
い
る
の
で
す
か
ら
。」 
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（
三
）
ウ
ィ
ッ
ト
に
富
ん
だ
歌
の
や
り
と
り 

 
 
 

①
わ
が
里
に 

大
雪
降
れ
り 

大
原
の 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

古 ふ

り
に
し
里
に 

落 ふ

ら
ま
く
は
後 

（
一
〇
三
番 

天
武
天
皇
） 

わ
が
岡
の 

お
か
み
に
言
ひ
て 

落 ふ

ら
し
め
し 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

雪
の
く
だ
け
し 

そ
こ
に
散
り
け
む 

（
一
〇
四
番 

藤
原
夫
人
） 

  
 
 

②
遊
士

み
や
び
を

と 

わ
れ
は
聞
け
る
を 

宿
貸
さ
ず 

 

わ
れ
を
帰
せ
り 

お
そ
の
風
流
士

み

や

び

を 
 

（
一
二
六
番 

石
川
郎
女
） 

遊
士

み
や
び
を

に 

わ
れ
は
あ
り
け
り 

宿
貸
さ
ず 

 

帰
せ
し
わ
れ
そ 

風
流
士

み

や

び

を

に
あ
る 

（
一
二
七
番 

大
伴
宿
禰
田
主
） 

わ
が
聞
き
し 

耳
に
よ
く
似
る 

葦
の
う
れ
の 

 

足 あ
し

痛 ひ

く
我
が
背 

自
愛

つ

と

め

給 た

ぶ
べ
し 

 

（
一
二
八
番 

石
川
郎
女
） 
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[
第
三
部] 

萬
葉
集
に
託
さ
れ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ 

（
一
）
初
め
と
終
わ
り
の
歌
、
そ
し
て･･･ 

①
籠 こ

も
よ 
み
籠 こ

持
ち 

掘 ふ

串 く
し

も
よ 

み
掘 ぶ

串 く
し

持
ち 

こ
の
丘
に 

菜
摘

な

つ

ま
す 

児 こ 

家
聞
か
な 
名
告

な

の

ら
さ
ね 

そ
ら
み
つ 

大
和
の
国
は 

お
し
な
べ
て 

 

わ
れ
こ
そ
居 を

れ 

し
き
な
べ
て 

わ
れ
こ
そ
座 ま

せ 

わ
れ
こ
そ
は 

告 の

ら
め 

 

家
を
も
名
を
も 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
一
番 

雄
略
天
皇
） 

「
籠 か

ご

よ 

美
し
い
籠 か

ご

を
持
ち 

箆 へ
ら

よ 

美
し
い
箆 へ

ら

を
手
に
持
ち 

こ
の
丘
で
菜 

を
摘
む
乙
女
よ 

あ
な
た
は
ど
こ
の
家
の
娘
な
の
か
？ 

名
は
な
ん
と
言
う 

の
か
？ 

こ
の
、
そ
ら
み
つ
大
和
の
国
は
、
す
べ
て
私
が
治
め
て
い
る
の
だ 

す
べ
て
私
が
支
配
し
て
い
る
の
だ 

私
こ
そ
明
か
そ
う 

家
柄
も
名
も
。」 

 
 
 

②
大
和
に
は 

郡
山

む
ら
や
ま

あ
れ
ど 

と
り
よ
ろ
ふ 

天
の
香
具
山 

登
り
立
ち 
国 

見
を
す
れ
ば 

国
原

く
に
は
ら

は 

煙
け
ぶ
り

立
つ
立
つ 

海
原

う
な
は
ら

は 

鷗
か
ま
め

立
つ
立
つ 

う
ま 

し
国
そ 

蜻
蛉

あ

き

づ

島 し
ま 

大
和
の
国
は 

 
 
 
 
 
 
 

（
二
番 

舒
明
天
皇
） 

「
大
和
に
は
多
く
の
山
が
あ
る
が 

と
り
わ
け
立
派
な
天
の
香
具
山 

そ
の
頂 

に
登
っ
て
国
見
を
す
る
と 

土
地
か
ら
は
ご
飯
を
炊
く
煙
が
た
く
さ
ん
立
ち 

海
上
に
は
水
鳥
た
ち
が
た
く
さ
ん
飛
び
交
っ
て
い
る 

美
し
い
国
よ 

こ
の 

蜻
蛉
島
大
和
の
国
は
。」 
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③
新
し
き 

年
の
始
め
の 

初
春
の 

今
日
降
る
雪
の 

い
や
重 し

け
吉
事

よ

ご

と 

（
四
五
一
六
番 

大
伴
家
持
） 

 
 
 

「
元
旦
と
立
春
が
重
な
っ
た
今
日
降
り
し
き
る
雪
の
よ
う
に 

善
い
こ
と
が
ど 

ん
ど
ん
重
な
り
ま
す
よ
う
に
。」 

 
 
 

※
年
の
う
ち
に 

春
は
来
に
け
り 

一
と
せ
を 

去
年
と
や
い
は
む 

今
年
と 

や
い
は
む 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
古
今
和
歌
集 

一
番 

在
原
元
方
） 

 
 
 

「
正
月
が
来
な
い
う
ち
に 

立
春
を
迎
え
て
し
ま
っ
た 

こ
れ
か
ら
大
晦
日
ま 

で
の
残
り
の
日
は 

去
年
と
い
う
べ
き
な
の
か 
そ
れ
と
も
今
年
と
呼
ぶ
べ 

き
だ
ろ
う
か
。」 

 

（
二
）
萬
葉
集
が
つ
く
ら
れ
た
時
代
背
景 

①
《
万
葉
集
》
は
風
流
韻
事
の
営
み
と
し
て
生
ま
れ
た
の
で
は
な
く
、
東
ア
ジ 

ア
の
緊
張
し
た
政
治
状
況
の
中
か
ら
産
声
を
上
げ
た･･･ 

（
『
万
葉
集
の
誕
生
と
大
陸
文
化
』
２
７
４
ペ
ー
ジ
） 

②
こ
の
時
代
は
中
国
か
ら
書
籍
が
入
っ
て
き
て
し
だ
い
に
定
着
し
、
外
の
国
と 

の
関
係
の
な
か
で
自
国
を
意
識
し
、
古
代
国
家
を
造
っ
た
時
代
、
律
令
国
家 

を
確
立
し
て
い
く
時
代
で
あ
る
。 

 
 

（
『
万
葉
集
を
読
む
』
４
ペ
ー
ジ
） 
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③
音
楽
や
文
学
が
統
治
に
と
っ
て
重
要
な
位
置
を
持
つ
こ
と
は
中
国
の
思
想
に 

あ
る
。
歌
は
国
家
に
と
っ
て
必
要
な
も
の
だ
っ
た
。
そ
う
い
う
な
か
で
、
新 

た
な
歌
が
要
求
さ
れ
た
の
で
あ
る
。 

  

（『
万
葉
集
を
読
む
』
１
０
ペ
ー
ジ
） 

④
中
国
の
詩
の
影
響
と
い
う
も
の
が
決
定
的･･･

。
日
本
は
だ
い
た
い
一
時
代
前 

の
中
国
文
化
を
模
倣
し
て
い
ま
す･･･ 

 

（『
万
葉
集
の
世
界
』
１
１
ペ
ー
ジ
） 

 

（
三
）
萬
葉
集
と
い
う
名
の
意
味 

 
 
 

①
「
万
の
言
の
葉
」
説 

 
 
 

②
「
万
代
（
世
）
の
集
」
説 

③
「
多
く
の
詩
華
（
葉
）」
説 

 
 

（
『
万
葉
集
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
』
７
ペ
ー
ジ
） 

 

「『
万
葉
集
』
を
、
あ
ら
ゆ
る
記
録
類
が
漢
字
漢
文
の
影
響
下
に
書
か
れ
て
い
た
奈 

良
時
代
な
い
し
そ
の
延
長
と
し
て
の
平
安
初
期
に
位
置
付
け
る
な
ら
ば
、
そ
の
書 

名
も
漢
風
に
よ
っ
て
解
釈
す
る
方
が
自
然
で
は
な
か
ろ
う
か
。」 

（『
完
訳 

日
本
の
古
典
２ 

萬
葉
集 

一
』
３
６
１
ペ
ー
ジ
） 
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小
川
靖
彦
『
万
葉
集 

隠
さ
れ
た
歴
史
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
』(

角
川
選
書)

二
〇
一
〇
年 

小
川
靖
彦
『
万
葉
集
と
日
本
人
』(

角
川
選
書)

二
〇
一
四
年 

奥
村
恆
哉
『
新
潮
日
本
古
典
集
成 

古
今
和
歌
集
』（
新
潮
社
）
一
九
七
八
年 

神
野
志
隆
光
『
万
葉
集
を
ど
う
読
む
か
』(

東
京
大
学
出
版
会)

二
〇
一
三
年 

神
野
志
隆
光[

監]

『
別
冊
太
陽 

万
葉
集
入
門
』(

平
凡
社)
二
〇
一
一
年 

坂
本
勝[

監]

『
図
説
地
図
と
あ
ら
す
じ
で
わ
か
る
！
万
葉
集
』(
青
春
新
書)

二
〇
〇
九
年 

櫻
井
満[

監
修]

『
万
葉
集
を
知
る
事
典
』
（
東
京
堂
出
版
）
二
〇
〇
〇
年 

多
田
一
臣[

編]

『
万
葉
集
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
』(

三
省
堂)

一
九
九
九
年 

中
西
進[

監]

『
図
解
雑
学 

楽
し
く
わ
か
る
万
葉
集
』(

ナ
ツ
メ
社)

二
〇
一
一
年 

中
西
進
『
萬
葉
集 

全
訳
注
原
文
付
』(

講
談
社)

一
九
八
四
年 

古
橋
信
孝[

編]

『
万
葉
集
を
読
む
』
（
吉
川
弘
文
館
）
二
〇
〇
八
年 

松
尾
光[

編]

『
古
代
史
が
わ
か
る
『
万
葉
集
』
の
読
み
方
』(

新
人
物
文
庫)

二
〇
一
一
年 

間
宮
厚
司
『
万
葉
異
説
』(

森
話
社)

二
〇
一
一
年 

森
淳
司[

編]

『
訳
文 

万
葉
集
』(

笠
間
書
院)

二
〇
〇
七
年 

山
口
博
『
万
葉
集
の
誕
生
と
大
陸
文
化
』
（
角
川
選
書
）
一
九
九
六
年 

『
完
訳 

日
本
の
古
典
２ 

萬
葉
集 

一
』
（
小
学
館
）
一
九
八
二
年 

『
日
本
名
筆
選 

桂
本
万
葉
集 

伝
紀
貫
之
筆
』（
二
玄
社
）
一
九
九
四
年 


